40 号の刊行にあたって by 足立 拓朗 & Adachi Takuro
i　今年度の金沢大学考古学紀要は、藤井純夫先生の退職記念号として編集した。本紀要には、6 篇の論考が寄稿
されたが、この中に藤井先生の専門である西アジア考古学の研究論文は含まれていない。その理由は、六一書房
から全 372 頁の退職記念論文集（英文）が刊行されていることによる（Nakamura et al. 2019）。この論文集に西ア
ジア考古学の論考を収録し、本紀要には西アジア考古学以外の論考を和文で掲載している。
　藤井先生は 1994 年 10 月から金沢大学に奉職され、多くの学生の教育に携わった。また、膨大な研究・調査を
実施し、斯界で指導的な役割を果たされてきた。考古学研究室では藤井先生の退職にあたり、例年の考古学大会
を退職記念大会として実施し、また 2 月には最終講義の会を開催した。以下にその概要を報告する。













　2019 年 2 月 4 日（月）には、石川県政記念しいのき迎賓館の 3 階、セミナールーム B で藤井純夫先生の最終
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贈呈された（写真 6）。午後 5 時半に懇親会は終了したが、そのまま四次会まで進み、翌未明に新天地界隈で解
散となった。
　今年度末で考古学専門分野の学生はほぼ卒業し、学内に考古学専門分野という枠組みは、ほぼなくなる。その
代わりに 2016 度入学生から「特別プログラム：考古学」がスタートしている。今年度 12 月にプログラム 2 期生
が確定した。第 2 期のプログラム生は、フィールド文化学コースから 4 名、歴史文化学コース（日本史主履修分







Nakamura, S., Adachi, T. and Abe, M. (eds.) 2019　Decades in Deserts: Essays on Near Eastern Archaeology in honour of 
Sumio Fujii, Rokuichi Syobou, Tokyo.
